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第１回検討会の概要

-次第 -

１.開会挨拶 （倉吉河川国道事務所）
２.天神川水害タイムラインの概要について （倉吉河川国道事務所）
３.想定災害シナリオの把握 （倉吉河川国道事務所）
４.グループワーク
５.総評 （鳥取大学）

◆検討会の内容

◇グループワーク（ワールドカフェ方式）

• 天神川は水位上昇が速く、特にタイムラインレベル２、３、４には時間的な余裕がありません。
このため、比較的時間のあるタイムラインレベル１の段階で2、3、4を見据えた行動をとる必要
があります。従って、重要な行動を精査し的確に実行することを考えなければなりません。

• 各機関の担当者が行動をとる際に、他機関が発する情報をいかに連携させるかが重要で
す。グループワークでは情報のタイミングが大事であるとの意見があり、また、情報の内容と
その波及範囲の把握も重要です。次回の検討会ではこれらの点も考慮した具体的な行動
のまとめができればと思います。

◇総評

三輪教授による総評

◇天神川水害タイムラインの概要について
• 天神川水害タイムラインの検討経緯
• 関係機関へのヒアリング結果
• ヒアリング結果を踏まえた天神川水害タイムラインの方針説明

◇想定災害シナリオの把握
• 天神川の水害特性の説明（①河川水位が周辺地盤より高いため氾濫した
場合に広範囲に広がる、②急流河川であり水位上昇速度が速い）

• 想定災害シナリオにおけるタイムラインの時間間隔について

天神川水害タイムラインの概要や
想定災害シナリオの説明

現在、水害時に実施している行動内容の中から「連携できること（その情報が欲しい など）」をみつける
ために、ワールドカフェ方式により、二つのテーマ（①水害時に対応していること（現状）と②水害時の
対応で困っていること）について、地図や付箋、シールを用いて意見交換を実施しました。

テーブルチェンジにより多くの関係機関の担当者
と意見交換を実施災害リスク図（A0）

分類
付箋
の色

1.組織体制・防災情報発表

2.避難支援

3.水防活動、救助・救出

4.道路・交通規制

5.ライフライン対応

6.水害対応で困っている事

台風接近の２
日前には台風
説明会の開催

気象台

現場へ向かう
ための道路情
報が欲しい

前日までに「計
画運休」を決
定し公表する

JR

②該当する場所付近（地図）に
貼りながら内容を説明①水害時に実施していることや

困っていることについて付箋に
記載(行動に応じた6色を使用)

③“共感できる「困っているこ
と」や「他機関の行動内容に
対して連携したいこと」”に●
シールを貼る

◆参加機関

鳥取地方気象台
鳥取県 危機管理局 危機管理政策課
鳥取県 県土整備部 河川課

鳥取県
中部総合事務所県土整備局

計画調査課
河川砂防課
維持管理課

鳥取県
中部総合事務所地域振興局 中部振興課

鳥取県 警察本部※ 警備第二課
鳥取県 倉吉警察署 警備課
鳥取中部ふるさと広域連合消防局 警防課
倉吉市 総務部防災安全課
三朝町 総務課
湯梨浜町 総務課
北栄町 総務課
陸上自衛隊※ 第8普通科連隊
ＪＲ西日本（株） 米子支社安全推進室
日本交通（株） 倉吉営業所バス営業課
日ノ丸自動車（株） 倉吉営業所

中国電力（株）
鳥取電力所 変電課
倉吉営業所

ＮＴＴ西日本（株） 中国支店鳥取営業所
ＮＨＫ鳥取放送局 倉吉支局
日本海テレビジョン放送（株） 報道制作局
（株）山陰放送※ 報道制作局
山陰中央テレビジョン放送（株） 鳥取報道部
日本海ケーブルネットワーク（株） 倉吉放送センター

鳥取中央有線放送（株）
事業部事業課
制作部制作課

※欠席

事務局 中国地方整備局倉吉河川国道事務所

座長 鳥取大学工学研究科社会基盤工学専攻 三輪教授
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第２回検討会の概要

-次第 -
１.第１回検討会の振り返り （倉吉河川国道事務所）
２.天神川水害タイムライン（詳細版）について （倉吉河川国道事務所）
３.関係機関からの話題提供 （倉吉河川国道事務所・

消防局）
４.グループワーク
５.総評 （鳥取大学）
６.今後のスケジュールについて （倉吉河川国道事務所）

◆検討会の内容

◇グループワーク（ワールドカフェ方式）

• 本日の検討会ではオープン、クローズといった情報の種類に関する理解が深まり、より効果的な情
報共有に関する検討を行うことができました。天神川は水位上昇が速く、タイムラインレベル２、３、４
は1～2時間内の判断になります。今回は、各行動項目を確実に実施するために、どういう情報を
共有し有効に使うかを考えることにつながったと思います。

• 多機関連携型タイムラインでは、確実に実施しなければならないことが何かということを同じ場で理
解を深めることが大切です。次回の検討会では、本日議論された各機関の行動に有効なオープ
ン情報・クローズ情報を踏まえ、タイムラインの横方向の連携に取り組んでいただければと思います。

◇総評

三輪教授による総評

◇天神川水害タイムライン（詳細版）について
• 天神川水害タイムライン作成の方針
• 天神川水害タイムライン（詳細版）の作成方法
• 天神川水害タイムライン（詳細版）の素案紹介

◇関係機関からの話題提供
• 今年度の天神川流域における出水状況
• 消防局へ導入予定の水害対策車両や高機能救命ボート等の紹介

天神川流域にある情報を共有するために、各関係機関が入手・報告している情報を付箋に記載し、意見交換を
実施しました。情報は、インターネットやテレビなど誰でも利用できるオープンな情報と特定の関係機関の間で
利用されているクローズな情報に区分しました。

◆参加機関

鳥取地方気象台
鳥取県危機管理局※ 危機管理政策課
鳥取県県土整備部 河川課

鳥取県
中部総合事務所県土整備局

計画調査課
河川砂防課
維持管理課

鳥取県
中部総合事務所地域振興局 中部振興課

鳥取県警察本部 警備第二課
鳥取県倉吉警察署 警備課
鳥取中部ふるさと広域連合消防局 警防課
倉吉市 総務部防災安全課
三朝町 総務課
湯梨浜町 総務課
北栄町 総務課
陸上自衛隊※ 第8普通科連隊
ＪＲ西日本（株） 米子支社安全推進室
日本交通（株） 倉吉営業所バス営業課
日ノ丸自動車（株） 倉吉営業所

中国電力（株）
鳥取電力所変電課
倉吉営業所

ＮＴＴ西日本（株） 中国支店鳥取営業所
ＮＨＫ鳥取放送局 倉吉支局
日本海テレビジョン放送（株） 報道制作局
（株）山陰放送※ 報道制作局
山陰中央テレビジョン放送（株）※ 鳥取報道部
日本海ケーブルネットワーク（株） 倉吉放送センター

鳥取中央有線放送（株）
事業部事業課
制作部制作課

※欠席

事務局 中国地方整備局倉吉河川国道事務所

座長 鳥取大学工学研究科社会基盤工学専攻 三輪教授

今年度の出水状況
消防局からの紹介

入手・報告している情報の共有 各班で意見交換（３ラウンド実施） 全体で情報を共有



3

令和元年 8月7日

令和元年 10月8日

令和元年 11月26日

令和2年 3月19日
（意見照会※）

令和2年 3月30日 完成式（千代川水害タイムラインと合同で実施予定）

以降、実際の出水での運用により検証・改善を実施予定

千代川水害タイムライン検討会・天神川水害タイムライン検討会 合同発足式

第1回検討会
□天神川水害タイムラインの概要、□天神川水害タイムライン(素案)の説明、 □想定災害シナリオの把握
□災害時の対応で困っていることや要望と解決策に関する意見交換（ワールドカフェ方式） 、□今後の予定

第２回検討会
□関係機関の行動や情報の流れの見える化（ワールドカフェ方式）

第３回検討会
□タイムラインの成果、運用方法についての確認、タイムラインで運用の流れを確認（読み合わせ）

主な行動項目
（第1、２階層まで）
について意見交換

タイムラインの
流れを確認

タイムライン完成

これまでの検討経緯と本日の内容

情報収集や発信等
の行動手段を担当

者間で確認

●市町ヒアリング（資料収集・災害時の体制や関係機関との連携状況等）

●市町ヒアリング（タイムラインの方針について）、 ●一部関係機関ヒアリング（資料収集・災害時の体制や関係機関との連携状況等）

●市町・一部関係機関ヒアリング（タイムラインの成果の形式等について）

●市町・一部関係機関※へヒアリング（運用方法について） ※鳥取地方気象台、鳥取県（本庁）、中部総合事務所、自衛隊

【確認依頼】第１回検討会を踏まえた「行動項目（第２階層）」、「行動手段（第３階層）」の確認

天神川水害タイムライン（詳細版・総括版・概要版）・運用方法・運用支援ツール等の修正

行動手段
（第３階層）

を整理

【確認依頼】タイムライン素案検討のための行動項目の確認

【意見照会】詳細版、総括版、概要版の確認

ヒアリング 事前確認依頼等 検討会 ※新型コロナウイルス（ COVID-19 ）の感染拡大防止の観点から第３回検討会は、資料配布により意見照会で実施。
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